
「実務経歴書」「実務経歴証明書」の記入例 

令和２年から書式が変更となりました。平成 31年(令和元年)以前の書式は認めませんので、ご注意下さい。 
 
※この「実務経歴書」は、実務経験の勤務先ごとに記入して下さい。実務経験の勤務先が２箇所以上になる場
合や建築実務の詳細を記入する欄（(1)～(8)）が不足している場合は、コピーをして使用して下さい。また、
センターのホームページからダウンロードすることもできます。 

 
１．「実務経歴書」の記入例（実務経験の勤務先が２社ある場合） 

●実務経験の勤務先１社目：表面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実務経験の勤務先１社目：裏面 

 

 

 

 

 

２   ４  １０ 建築 太郎 

㈱○○建設工事部工事課 

埼玉県さいたま市大宮区○－３ 

 

048 753☓  263☓ 

□□ 

◇◇高等学校 

△△大学 経済学部 

普通 

経済 経営 

３ 
 
４ 

 

10  4 
13  3 
 13  4 
15  3 
 16  4 
21  3 
 １ 

 

２ 
 

■■工務店工事部工事課 

東京都千代田区紀尾井町△－15 

２２  ４      ２７  ８ 

 

５  ５ 

 

22 4   26 9 
 
26 10   27 8 
 

４  ６ 

 
０  11 

 

担当 

主任 

工事の施工の技術上の管理に関する実務 

工事の施工の技術上の管理に関する実務 

○邸新築工事 埼玉県川越市○○３丁目△―１ 

○邸（木造２階建て住宅、延べ面積○㎡）新築工事において、大工工事の施工管理
のうち、全工程の工事（基礎工事から内装仕上工事まで）を担当した。 

５      ２ 
 

22 9  

 

22 8 

 

100 

 

◆邸増改築工事 埼玉県●○町△△２番地１４４号 

この書式を記入した
年月日を記入する。 

☓邸新築工事 

受験申込者本人が氏名
を記入する。 

◆邸増改築工事 

☓邸（木造平屋建て住宅、延べ面積○㎡）新築工事において、大工工事の施工管理
のうち、全工程の工事（基礎工事から内装仕上工事まで）までを担当した。 

｢現在の勤務先｣を記入
する。自営で社名がない
場合は「自営」、無職の
場合は「無職」と記入す
る。 

中学校卒業後の学歴を
正確に記入する。 
｢昼間の学校在学期間
(中退者の在学期間を
含む)｣は実務経験に含
めることができないた
め、中退した学歴も記
入する。 

22 4  

 

22 11  

 

◆邸（木造２階建て住宅）のリビング○㎡の改修工事、居室○㎡の増築工事において、大工工事
の施工管理のうち、全工程の工事（基礎工事から内装仕上工事まで）を担当した。 

100 

 

０  ３ 

 

100 

 

０  ２ 

 

22 12  

 

23  1 

 

｢建築実務経験期間｣の
｢年月数｣の各欄の合計
を記入する。 
｢建築実務として認め
られない業務を行って
いた期間｣や｢休職して
いた期間｣等は含める
ことができない。 

実務経験の勤務先が 
何社あり、そのうちの何
社目の｢実務経歴書｣で
あるかを記入する。 

資料２｢実務経験要件に
ついて｣(８～11頁)を確
認し、①～⑭の項目名を
記入する。 

｢建築実務の詳細｣につ
いては、できるだけ具体
的に記入する。 

建築実務の詳細を記入
する欄が不足している
場合は、コピーをして
使用するか、センター
のホームページからダ
ウンロードして使用す
る。 

０  ５ 

 



 
●実務経験の勤務先２社目：表面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●実務経験の勤務先２社目：裏面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建売住宅（木造３階建て住宅、延べ面積○㎡）の基本設計業務に従事し、そのうち、基
本設計補助（平面、立面、断面計画等）等を担当した。（他◇件） 

２  ４ 

 

２  ６ 

 
０  ３ 100 

 

元 12 

 

●邸改修工事 

２  ３ 

 
０  ４ 

 

100 

 

△地区 
建売住宅新築工事 

２枚目以降は、｢現在の
勤務先｣と｢学歴｣は省略
してよい。 

東京都墨田区○○９丁目☓－９ 

建売住宅（木造３階建て住宅、延べ面積○㎡）新築工事の基本設計業務に従事し、そのうち、
基本設計補助（平面、立面、断面計画等）等を担当した。 

東京都足立区△△５丁目 23-11 

●邸（鉄筋コンクリート造３階建て住宅）の改修工事（延べ面積○㎡）の基本設計業務
に従事し、そのうち、基本設計補助（平面、立面、断面計画等）等を担当した。 

２  ４ 

 

２  ６ 

 

この書式を記入した
年月日を記入する。 

２枚目以降も受験申込
者本人が氏名を記入す
る。 

２   ４   11 建築 太郎 

元 11 

 

２ 
 

２ 

 

実務経験の勤務先が 
何社あり、そのうちの何
社目の｢実務経歴書｣で
あるかを記入する。 

東京都墨田区○○１－７－１２ △△建設施工課 ２８  ４       ２  ６ 

 

４  ３ 

 

０  ３ 

 

28 4   元 11 
 

３  ８ 

 

技師 工事の施工の技術上の管理に関する実務 

○地区 
建売住宅新築工事 

東京都墨田区○○９丁目 52－☓ 

３      ９ 
 

29 3 

 
１  ０ 

 

100 

 

28 4  

 

建築物の設計に関する実務 元 12    ２ ６ 
 

０  ７ 

 

技師 

｢建築実務経験期間｣の
｢年月数｣の各欄の合計
を記入する。 
｢建築実務として認め
られない業務を行って
いた期間｣や｢休職して
いた期間｣等は含める
ことができない。 

資料２｢実務経験要件に
ついて｣(８～11頁)を確
認し、①～⑭の項目名を
記入する。 

建売住宅（木造３階建て住宅、延べ面積○㎡）新築工事において、建築一式工事の施工管理の
うち、全工程の工事（基礎工事から内装仕上工事まで）を担当した。 

100 

 

◇◆ビル新築工事 東京都足立区△○３丁目１０番地 

◇◆ビル（鉄筋コンクリート造４階建てマンション、○㎡）新築工事において、建築一式工
事の施工管理のうち、鉄筋工事およびコンクリート工事を担当した。 

２  ２ 

 

100 

 

29 10  

 

｢建築実務の詳細｣につ
いては、できるだけ具体
的に記入する。 



 

２．「実務経歴証明書」の記入例 

ａ）証明者が「建築士事務所以外の法人」である場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

印 

・○邸（木造２階建て住宅、延べ面積120㎡）新築工事にて大工工事の施工
管理を担当 

・◆邸（木造２階建て住宅）のリビング 30㎡の改修工事、居室 15㎡の増築工
事にて大工工事の施工管理を担当 

・☓邸（木造平屋建て住宅、延べ面積○㎡）新築工事にて大工工事の施工
管理を担当 

・■邸（木造２階建て住宅、延べ面積○㎡）新築工事にて大工工事の施工
管理を担当 

０４８－７５３☓－２６３☓ 

担当：■■工務店工事部工事課長 田中 

    電話 090-7233-☓☓☓☓ 

受験申込者が勤めていた法人の代表者 

建築 太郎 

５     ２ 

証明を行った年月
日を記入する。 

法人名・役職名を
記入し、法人の代
表者(代表権を持
つ 役 員 ( 取 締 役
等))が記名・押印
をする。 

｢証明者｣が建築士
の免許を有してい
る場合は、建築士
免許の種類、登録
番号を記入する。 

｢証明者｣が所属する法
人の｢住所・所在地｣を都
道府県から番地まで正
確に記入する。 
ビル名等がある場合は、
その名称も記入する。 

｢証明者｣が所属する法
人の｢電話番号｣を市街
地局番から正確に記入
する。 

｢証明者｣と受験申込者と
の関係を記入する。 

別紙１｢実務経歴書｣の｢建築実務経験期間の合計｣
欄に記入された期間が、事実と相違ないことを確
認したうえで、期間の合計を記入する。 

■■工務店 代表取締役社長 

普及  治郎   

○○建築士登録 第○○号  

埼玉県さいたま市大宮区○ー３  

審査の段階で、｢実
務経歴書｣及び｢実
務経歴証明書｣の
内容等について、
証明者に問合せす
る場合があるの
で、問合せ対応が
可能な担当者氏
名、部署名、日中
連絡可能な電話番
号を記入する。 受験申込者の氏名を正確

に記入する。 

２   ４   12 

 

別紙１｢実務経歴書｣の「実務経験の対象となる業務の内容」欄に記入された
内容が、事実と相違ないことを確認したうえで、内容を記入する。 
実務の内容が複数ある場合は、全て記入する。（書ききれない場合は書式をコ
ピーし、記入する。） 



ｂ）証明者が「建築士事務所」である場合 

 

 

Ｃ）証明者が「行政・独立法人」である場合 

 

 

Ｄ）証明者が「教育機関」である場合 

 
 

○○建築設計事務所 

技術  花子   

○○建築士登録 第○○号  

東京都○○区△△３－１０－☓ 

０３－１２３４－☓☓☓☓ 

事務所の開設者 

東京都知事登録 第○○号 

担当：○○建築設計事務所 設計部 田中 

    電話 090-☓☓☓☓-☓☓☓☓ 

○○県○○市○○部 

普及  健太   

○○建築士登録 第○○号  

東京都○○区△△２－５－７  

０３－９９９９－☓☓☓☓ 

申請者が所属する部署の所属長 

○○工業大学○○学部長 

教育  士郎 

○○建築士登録 第○○号  

建築士事務所の開設者が
記名・押印する。開設者
以外の場合は、建築士事
務所の管理建築士又は所
属建築士が記名・押印す
る。 
また、建築士免許の種類、
登録番号を記入する。 

印 

担当：○○市○○部建築課 鈴木 

    電話 090-☓☓☓☓-☓☓☓☓ 

印 

東京都○○区△△１－３－１２  

０３－９０９０－☓☓☓☓ 

担当：○○工業大学○○学部建築学科 佐藤 

    電話 090-☓☓☓☓-☓☓☓☓ 

申請者が所属する学部の学部長 

印 

審査段階で問合せする場
合があるので、問合せ対応
が可能な担当者氏名、部署
名、日中連絡可能な電話番
号を記入する。 

受験申込者が所属する
(していた)部署等の公印
を有する所属長が記名・
押印する。 
建築士免許を有している
場合は、免許の種類、登
録番号を記入する。 
 

審査段階で問合せする場
合があるので、問合せ対応
が可能な担当者氏名、部署
名、日中連絡可能な電話番
号を記入する。 

｢証明者｣が所属する建築
士事務所の｢住所・所在
地｣を都道府県から番地
まで正確に記入する。 
ビル名等がある場合は、
その名称も記入する。 

｢証明者｣が所属する建築
士事務所の｢電話番号｣を
市街地局番から正確に記
入する。 

｢証明者｣と受験申込者と
の関係を記入し、建築士事
務所の登録番号を正確に
記入する。 

｢証明者｣が所属する行
政・独立法人の｢住所・所
在地｣を都道府県から番
地まで正確に記入する。 
ビル名等がある場合は、
その名称も記入する。 

｢証明者｣が所属する行
政・独立法人の｢電話番
号｣を市街地局番から正
確に記入する。 

審査段階で問合せする場
合があるので、問合せ対
応が可能な担当者氏名、
部署名、日中連絡可能な
電話番号を記入する。 

｢証明者｣と受験申込者と
の関係を記入する。 

｢証明者｣と受験申込者と
の関係を記入する。 

｢証明者｣が所属する教育
機関の｢住所・所在地｣を
都道府県から番地まで正
確に記入する。 
ビル名等がある場合は、
その名称も記入する。 

｢証明者｣が所属する教育
機関の｢電話番号｣を市街
地局番から正確に記入す
る。 

学長(校長)又は学部長が
記名・押印する。 
建築士免許を有している
場合は、免許の種類、登録
番号を記入する。 


